
 

第1回緑整備部会 （R3.12.24 開催） 

・里山で低林管理をする際、ススキなどが出てくるが、モデルエリア 3-3 ではトケイソウに覆われていくというのは公園ならではで、面白い。[澤田委員] 

・林学的に間伐する場合、本数強度で 30％が上限。材積でも約 30％と言われている。それより強度に間伐すると残存木が風倒被害を受けたりする。今

回強度が強いと思う。[檀浦委員] 

・大きなギャップができるのであれば、林班の中で違う目標を設定してもよいのではないか。クスノキを残して明るい常緑樹林をここだけつくるというのもありうる。

クスノキは樟脳をとるために植林をしていた文化的な背景もあるので、そういう森があってもいい。[澤田委員] 

  ・セットバックして植栽のない部分が帯状にできている。林縁系の草原（ノギク、ホタルブクロなど）が可能性としてはありそう。そのような目標植生を検討し 

ては。維持管理のことを考えると、草原ではなく低木林で抑えるのもよい。[澤田委員] 

 

第２回緑整備部会 （R４.３.4 開催） 

・モデルエリアで、目標林構成種の落葉樹の実生以外は伐採ということだが、先駆性樹種もある程度残したらよい。今後ナンキンハゼなどを伐採していく際、

鳥の愛好家から鳥のえさとなる木は伐らないでほしいという声のあがることが予想されるが、従来の先駆性樹種を育成していると、説明できる[澤田委員] 

・モデルエリア 3-13 の景観で後方にネザサの密生がみえているが、これを刈ると北摂の里山施業をしている風景ができあがる。刈った場合の景観に問題な

ければ北摂の里山風景をつくりましたというような看板を設置してアピールすればよい。[澤田委員] 

・手作り説明版はわかりやすく図化する構成をとっていることはよいこと。最終的にはデザイン上の工夫、配置場所など、 

戦略的な発信を行っていくことは万博の森の風景体験という点からも非常に重要。[井原委員]  

・手作り説明版で「ケヤキ林」という固有名詞を大きく出すとなぜケヤキ林を育成するのかという疑問がでるのでは。 

そもそもなぜこれをしているのか簡単に一文付け加えておくとよりよくなるのではと思う。 

文字数やレイアウトなどのパターンは統一しておいた方が見やすいと思う。[井原委員]  → 修正後設置 

・根系調査で一定の層があって、根がそこから下にはあまり行かないという状況。本格的な土壌調査をして還元状態を調べれば 

滞水したかどうかはわかる。[山田委員] 

・地下水位の高い時期が律速となっているかもしれないので、細い穴をあけて水を入れる浸透試験を実施すればいい [澤田委員]  

・昔の万博公園での土壌調査の論文でも 50ｃｍ程度の深さまで植物根が見られており、15 年ほど経過しているのにあまり変わってい

ない印象。局所的に地下水位が高い場所があるのでは。この論文も参考にしてほしい。[今西委員]  

・レーダー探査で土壌の有効層、根の入ることのできる厚さが出るのであれば、倒木になりそうな場所、深く根を張って大丈夫な場所と

いう評価につながれば素晴らしい。どのような土層の境界でどのような画像がでるのか、300ＭＨｚなどのように精度は粗くなるが深くま

で見ることのできる波数で探査しては[檀浦委員]  

 

・モデルエリアの選定について、令和 2 年度、令和 3 年度で続けて異なる場所で進めてきたが、令和 4 年度は新たなモデルエリアの選

定と施業はせずに、目標の詳細設定をしてから、令和 5 年度に実施する。 

万博の森の育成について 《令和 3年度緑整備部会 委員コメント》 

資料 3ー１ 

第２回資料 モデルエリア（3-13）における施業について 

第２回資料 万博の森の今後のスケジュールについて 

 施業説明看板（案） 

施業説明設置看板 

第 1 回資料 モデルエリアの選定について 
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補植完了 

モデルエリアの現状 

施業にあたっては、林内の常緑樹をすべて伐採するとともに、補植を行い、トリカルネットで保護する計画。 

令和 4年 3月 2３日に 42本の苗木と 5 トレイの実生苗を補植。併せて誤伐防止対策とマルチングを実施。 

同 7月に除草を実施。他の 3 つのエリアに比べ下草は抑えられている。 

現況（全景）R4年９月撮影 

資料3ー2 
 

施業直後（R3年 2月） 

3-2：目標林型コナラ林 

マルチング敷設状況 

植栽実施状況 

本数
平均樹高
(cm)

個数
平均樹高
(cm)

シラキ 15 45.7 1 21 16

タニウツギ 15 34.9 15

ウラジロウツギ 6 10.8 1 29 7

キガンピ 6 38.2 1 36 7

ウリハダカエデ 1 7 1

ヤブサンザシ 1 9 1

総計 42 35.8 5 20.4 47

全体数量ポット苗 トレイ（実生苗）種名

区分

補植する種 おもな生育環境 補植した場所

シラキ 渓谷斜面、適潤な立地 水路に近い林内

タニウツギ 渓谷斜面、適潤地の林縁 陽あたりのよい林縁

ウラジロウツギ 渓流沿い、日陰 水路沿いの日陰

キガンピ 適潤地、湿性地 水路沿い，ハンノキの近傍

ヤブサンザシ 渓谷斜面、適潤な立地 水路に近い林内

ウリハダカエデ やや明るい落葉広葉樹林内 林縁に近い場所

条件 敷設厚(cm） 立地

1 5 ギャップ

2 5 樹林下

3 10 ギャップ

4 10 樹林下

表１，補植実施結果 

表２．補植した場所の環境 

表３．マルチング敷設状況 
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 モデルエリアの現状 

7 月に除草を行うとともに、細園路を挟んで西側のササを除去した。 

光条件がよく下草の生育が旺盛で、年 2回の除草では目標とする苗

木の生育に問題あり。除草回数等の見直し必要 

 

7 月に除草を実施。3－13同様、ギャップのできているところは下

草の生育が旺盛。 

モデルエリア隣接地のケヤキが台風通過後の 9月 20日に倒壊 

施業により風の影響が大きくなった可能性が考えられる。 

立ち入り禁止区域で今年度安全対策予定。 
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3-3：目標林型クヌギ

林 

3-13：目標林型ケヤキ 

施業直後（R４年2月） 

 

ササの伐採 

3-3０：目標林型エノキ 

施業直後（R４年2月） 施業直後（R3年 2月） 

現況（R4年９月） 
現況（R4年９月） 現況（R4年９月） 

＜計画＞ 

・常緑樹をすべて伐採。 

・林床のアラカシの実生を

すべて除去。 

・落葉広葉樹の樹冠の成

長を経過観察。 

・ケヤキ、エノキなどの実生

の育成。 

＜計画＞ 

・常緑樹をすべて伐採 

・林床のテイカカズラやアラカ

シの実生をすべて除去 

・落葉広葉樹の樹冠の成

長を経過観察する 

・エノキなどの実生の育成 

トケイソウやヤブガラシなどのつ

る植物の生育が旺盛。7月の

除草時につる草とともに萌芽

枝も除去してしまったが、再度

萌芽。つる植物のトリカルネット

への登はんも確認された。 

＜計画＞ 

・「林床の手入れの行き届いた

里山林」を目標 

・常緑樹をすべて伐採 

・苗木植栽（補植）はしない。 

・実生苗の育成 

・台場仕立ての萌芽枝育成。 

ケヤキの倒木 
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林型の細分化について 

R3 モデルエリア検討時の課題 

細分化の考え方 

４つの樹林タイプでの 
健全な森づくり 

緩衝林 

保全重視林 

利用重視林 

保全・利用林 

凡 例 

資料3ー3 

【R３年度第１回 緑整備部会】 

R3 年度施業のモデルエリア検討時に、落葉樹を

残し常緑樹を伐採したところ候補地の 3-30

（北）にギャップが生じることから候補より除外。ク

スノキなど明るい常緑樹林を部分的につくるという

こともあり得るという意見をいただいた。まずは 3-

30 を対象に、目標林型の細分化の検討を行う。 

西大路広場に隣接し
ているエリアが全く樹木
のないギャップエリアとな
ってしまう 

ギャップ 

目標林型の樹種以外（常緑広葉樹）をすべて伐採する

と、密度が著しく低くなるため、何を排除し、何を残すのかと

いう観点から細分化の検討を行う。 

 

 

各種情報を重ね合わせる 

・希少植物が存在し環境の保全が望まれるエリア 

（バッファーゾーンを含む） 

・クスノキ・ヤマモモなど里山文化と関連の深い常緑広

葉樹 

・ナンキンハゼなど林床植生に影響を与える外来種の

母種 

・常緑樹が落葉樹を被圧しているエリア など 

落葉樹のみ残して伐採するとギャップが生じるエリアを

サンプルとして抽出する 

 

全体にフィードバック 

胸高直径 10ｃｍ以上の落葉樹の分布 
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林型の細分化について 

希少植物が存在し環境の保全が望まれるエリア 
クスノキの分布 外来樹木の分布 

希少植物存在エリア 

外来種除去＋アラカシ間伐

（樹林密度高） 

多様な種が混在し、大きなギ

ャップも発生するエリア。 

外来種除去＋アラカシ間伐 

（樹林密度低） 

モデルエリア

（エノキ林） 

比較的クスノキが多

いエリア 

落葉樹＋クスノキ林 

資料3ー3 

3-30 

胸高直径10ｃｍ以上の落葉樹の分布 

上記情報（希少植物、クスノキ、外来種）

を重ね合わせる 
細分化案 
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万博の森における安全対策に伴う園路沿い補植について 

園路沿いの樹木の安全対策と補植について 

資料3ー4 

・万博の森の園路沿い樹木の安全対策として、間伐・伐採・切り下げ等を R4

年度も実施。 

・過年度安全対策を行ったエリアで、過度の伐採となった箇所については補植

を検討する。（検討箇所は右図のとおり。低木植栽のある箇所、水路沿い

は対象から外す） 

・昨年度に実施したレーダー探査については 50ｃｍ程度の深度までは根の存

在を確認することができた。引き続きさらに深い所まで確認できるよう波長を

変えた場合や、前回実施の樹木周辺の探査に加え、園路に沿って探査機を

走行させるなど条件を変えてデータを集める。樹木周辺３箇所と園路沿い数

箇所を予定 

 

案１ タマイブキ、ｵｳｺﾞﾝｺﾉﾃ 

案２ ネザサ（元の植栽） 

案３ オタフクナンテン（葉色） 

安全対策

前 

安全対策後 

園路沿いに空地が発生 
 

●検討例１ ●検討例２ 

案１ ボケ類（早春の花） 

案２ ジンチョウゲ（早春の花） 

案３ キンシバイ（早春の花） 

ネザサ 

ジンチョウゲ 

オタフクナンテン 

⑥ 

キンシバイ 

植栽のある箇所 

 

 

 

 

 

水路沿い 

 

 

 

 

 

 

検討例2 

梅林 

検討例2 検討例１ 

凡例 

補植必要 

    低木等植栽あり 

         水路沿い（補植不要） 

検討例１ 


